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産む、産まない、産めない 

 

『母にはなれないかもしれない 

産まない女のシスターフッド』 

若林理央∥著 

旬報社 2024年 

『まんが子どものいない私た

ちの生き方 おひとりさまで

も、結婚してても。』 

森下えみこ/くどうみやこ∥著 

小学館 2021年 

『２人目、どうする？』 

小林裕美子∥著 

新潮社 2020年 

『後悔しない「産む」×「働く」』 

齊藤英和/白河桃子∥著 

ポプラ社 2017年 

『不妊治療のやめどき』 

松本亜樹子∥著 

WAVE出版 2016年 

 「産まない」にまつわる様々な背景の

女性たちのインタビューと、「産まない」

を選択した著者自身のエッセイを収録。

産む、産みたい、産めない、そして産まな

い女性たちが分断せず、お互いの考え方

や価値観を尊重し合える社会をめざし

ます。 

 

 子どものいない人生を送る 6人の女性の本

音と迷いと覚悟（のようなもの）が描かれていま

す。リアルな“子どもいないあるある”エピソード

に笑って泣けるコミックです。 

 

 家事と育児の分担、育休と

キャリアの問題、子どもの病

気、夫婦関係、一人っ子の選択

など様々な夫婦の事情を描き、

それぞれの幸せの形を探るコミ

ックエッセイです。 

 リプロダクティブ・ヘルス/ライツの考えか

ら、「仕事」「結婚」「出産」についてなりたい自

分を選ぶ自由が尊重される現代。その選択の

ために必要な性教育や産める体についての知

識、自活の重要性など、「産む」「働く」そして

「子育て」を両立していくために大切なことを

若い人たちに伝えます。 

 不妊治療で避けて通れないお金、体力、

健康、仕事、精神的安定、夫との関係などに

ついて、体験談とともに専門家の多様な意

見をあわせて記します。治療をやめても続き

の人生が happyになるように… 

自分らしく生きる 

『産む、産まない、産めない』 

甘糟りり子∥著 

講談社 2017年 

 

『燕は戻ってこない』 

桐野夏生∥著 

集英社 2022年 

 

『代理母、はじめました』 

垣谷美雨∥著 

中央公論新社 2021年 

『四十歳、未婚出産』 

垣谷美雨∥著 

幻冬舎 2018年 

『ジーン・ワルツ』 

海堂尊∥著 

新潮社 2010年 

『夏物語』 

川上未映子∥著 

文藝春秋 2019年 

小 

説 

妊娠と出産をめぐる女性の心の

葛藤と、それぞれの人生の選択を描

く８つの物語 

 憧れの東京で困窮のすえ

「代理母」となるリキ 

顕微鏡下体外受精のエキス

パートの曾根崎理恵助教が代

理母出産に挑む 

 パートナー無しの妊娠、出産

を目指す夏子 
 貧困と虐待から脱出するため

に「代理母ビジネス」を始めるユキ 

 四十歳目前で思わぬ妊娠に

心揺れる優子 



男女共同参画に関する言葉

を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書・資料室 ご利用案内    

●開室時間 9：00～17：00 

●５月の休室日 ４日～7日、１２日、１９日、 

2６日 

●貸出（本・雑誌）15冊 3週間まで 

（ＤＶＤ）  2本  1週間まで 

●お問い合わせ先（電話） 

    0748-37-3735（図書・資料室直通） 

 0748-37-3751(センター代表) 

 

男女共同参画
絵本を紹介 G-NETシネマ 

滋賀県立男女共同参画センター 

公式インスタグラムはじめました！ 

フォローお願いします！ 

滋賀県立男女共同参画センターの
情報はこちらから 

『スキャンダル』         《字幕作品》 

2020年／カナダ・アメリカ／109分 

 アメリカニュース放送局の「FOXニュース」に激震が走った！キャス

ターのグレッチェンが TV業界の帝王と崇められるロジャーを告発し

た。全米最大の TV局を揺るがしたセクハラ騒動の全貌が暴かれる。 

6月 21日（土） １３：３０～ 
男女共同参画センター“Ｇ－ＮＥＴしが” 大ホール 定員８０名 

(急遽会場が変更になる場合があります) 

参加無料＆申込不要 

無料託児あり；6/14㈯までにお申し込みください 

 

『おこだでませんように』 

くすのきしげのり∥作 

石井聖岳∥絵 

小学館 2008年 

 ぼくはいつもおこられる。

いえでもがっこうでも…どな

いしたらおこられへんのや

ろ。どないしたらほめてもら

えるんやろ。ぼくは「わるい

こ」なんやろか。 

ぼくはおしえてもらったひ

らがなでたなばたさまにおね

がいをかいた。ひらがなをひ

とつずつ、こころをこめて― 

  

 1994年にカイロで開催された国際人口／開発会議において提唱された概

念で、今日、女性の人権の重要なひとつとして認識されるに至っていま

す。リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（reproductive health/ rights）

の中心課題には、いつ何人子どもを産むか産まないかを選ぶ自由、安全で

満足のいく性生活、安全な妊娠・出産、子どもが健康に生まれ育つことな

どが含まれており、また、思春期や更年期における健康上の問題等生涯を

通じての性と生殖に関する課題が幅広く議論されています。 

              参考：『パートナーしが 2010 プラン 第 2 次改訂版』 

さんかく☆ミニ講座 

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ 


